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あらまし   顕著に能力が向上した現在の生成 AI の画像認識能力は，電子書籍のアクセシビリティに必要な図

版内容の説明に活用できる可能性が高い．書店で販売されている実際の電子書籍の本文と図版を主要 3 社 5 種類の

汎用生成 AI に読み込ませ，図版の内容を説明させた場合の実用性を検証した．「実用性」判定の基準は，説明によ

って図の概要が把握可能なこととした．本文と画像の両方を与えた場合，生成 AI による図版内容の説明は，93％
の高い確率で実用性があると判定された．商用電子書籍の製作において図版の内容を説明するテキストの作成は人

的作業では難しい点があるが，現在の AI の文章／画像認識の能力を用いれば，技術的には低コストで実現できる

可能性をこの結果は示している． 
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Abstract The significantly improved image recognition capabilities of current generative AI suggest a high potential for use 
in describing figures essential for the accessibility of e-books. In this study, we examined the practicality of using 
five general-purpose generative AI models from three major companies to describe figures in commercially 
available e-books by providing both the text and the figures. The criterion for determining "practicality" was 
whether the generated description allowed for a general understanding of the figure. The results showed that when 
both textual content and images were provided, the AI-generated figure descriptions were deemed practical in 93% 
of cases. Providing spoken descriptions of figures in books is essential for accessibility but has been challenging to 
implement. This study demonstrates that, with the current capabilities of AI in image recognition, such 
descriptions could be achieved at a low cost from a technical perspective. 
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1. 生成 AI の画像認識は電子書籍の画像を正し

く説明できるか  
視覚障がい者の利用度が高いスマホでは，近年，デ

バイスの機能により，画像内の文字を認識して読み上

げることが可能になってきた．一方，汎用的に使われ

る生成 AI でも画像ファイルの内容を認識する能力が

顕著に向上しており，それらの機能を用いたアプリも

実用化されている．すなわち技術的には，電子書籍の

図版内にある文字の認識，および図版の内容の読み上

げ説明をデバイスで行うことは十分可能となっている

といえる．  
本研究は，電子書店で販売されるリフロー型電子書

籍の実際の本文と画像を用いて，現在の汎用的な生成

AI がどの程度まで画像を正しく認識し，説明する能力

があるのかを検証したものである．  
生成 AI が書籍の文章を瞬時に把握し，画像の内容

画像電子学会 第５３回ＶＭＡ研究会・第１９回 視覚・聴覚支援システム(VHIS)研究会

72

mailto:t-nishina@wabun.co.jp
mailto:m-faisal@wabun.co.jp


を正確に説明できれば，また，その技術を電子書籍ビ

ューワでも利用できる状況になれば，電子書籍のアク

セシビリティは格段に向上すると思われる．さらに，

現在多くの出版社が取り組む画像の代替テキストの作

成・追加の工程にも寄与するであろう．今回の検証で

はこの画像の説明自動化の技術的可能性を確認するた

め，生成 AI の出力を文字単位で詳細に評価した．  
 

2. 全文校正による検証と判定  
2.1. タイプ別 11 画像を主要 3 社 5AI で認識  

テストでは汎用 AI を提供する主要 3 社の 5 種類の

生成 AI を API 環境で使用した．画像はシンプルなグ

ラフから複雑なダイヤグラムまでの 11 種の図版（図 1）

とし，画像とそれに関係する本文を読み込ませ，統一

した短いプロンプトを与えた．生成された回答は商業

出版の校正者が全文を本文と文字照合し，画像内文字

および画像の説明の誤植／間違いを確認した．  

図 1 
テストに用いた 11 の図版と出典  

①  棒グラフ  『障害学の展開』明石書
店（2024）P62-63 図 1 

②  複雑な表  同上  表 1 

③  円グラフ  同上  P63-64 図 2 

④  モノクロ写真  『コンゴ民主共和国
を知るための 50 章』明石書店（2024）
P35-36 写真  

⑤  カラー写真  『オックスフォード哲
学者奇行』明石書店（2022）P27-29 
写真  

⑥  広く知られた図版  『SDGs と地域
社会』明石書店（2022）P6 図 1 

⑦  1 色の濃淡地図  同上  P64 図 1 

⑧  図形と Cap が複雑な図版  『マチ
ズモの人類史』  明石書店（2024）
P97 図  

⑨  Cap が長い写真   同上   P144  
写真  

⑩  シンプルなダイヤグラム  『子ども
アドボカシーQ＆A』明石書店（2024）
P23 図表 1.1  

⑪  複雑なダイヤグラム  同上  P68  
図表 2.2 

テスト対象の生成 AI 
・Google 社  Gemini 

⑴「gemini-1.5-pro-exp-0827」  

⑵「gemini-1.5-flash-exp-0827」  

・OpenAI 社  ChatGPT 

⑶「gpt-4o(omuni)」  

・Anthropic 社  Claude 

⑷「claude-3-opus-20240229」  

⑸「claude-3.5-sonnet-20240620」  
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 2.2.「実用的か」が評価の基準  
生成 AI による出力はハルシネーションによる間違

いが含まれるケースがある．判定ではハルシネーショ

ンの存在を聴者が把握していることを前提とし，微細

な間違いが含まれる場合でも「図版の概要を大きな不

明がなく把握できる」場合は「実用性あり」とした．

図の内容が間違って伝わる場合，および理解ができな

い／理解が難しい説明は「実用性なし」と判定した．  
 

3. 画像内文字の認識結果  
画像の文字認識は概ね正確であり，間違いがある場

合も内容の理解を損なわない程度が多かった．  
要素が多い，構成が複雑な図版は文字の認識に間違

いが見られるケースが多かった．ただし多くの場合，

数カ所にとどまった．  
広く社会的に知られた図版では画像が複雑であっ

ても文字認識は極めて正確だった．  
ハルシネーションによる文字の認識違いは程度の

差があるが一定数が認められた．多くは許容できる範

囲だが、図の誤読に直結するケースも見られた。  
 

4. 画像の説明の評価結果  
画像を関係する本文とともに読み込ませた場合，図

の説明で「実用性あり」と評価されたケースは 45 例中

42 例（93.3％）であった（図 2）．  
プロンプトで本文を参照して説明させた場合，ほと

んどのテストで本文の内容を踏まえた説明がされた．

図版にも本文にもない要素を付加する例も見られた．  
 

 
 

5. 結論  
生成 AI が画像と本文を読み込んで出力する「画像内

の文字認識」および「画像の内容の説明」は，画像の

概要の理解を目的とした場合は現状でも実用的と考え

られる． 

 

6. 謝辞  
 テストに用いた電子書籍の本文，図版のデータは，

株式会社明石書店刊行の販売用リフロー型電子書籍か

ら使用している．アクセシビリティの拡大に役立てば，

と快く許諾していただいた明石書店の大江道雅社長と

製作部に感謝いたします．  
 

図 2 画像別の実用性評価  
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